
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】

【請求項３】
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　番組の録画設定を行う情報処理装置において、
番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を取得するためのリンク情報を含むデ
ータを取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイ
ドと共に、前記予約設定情報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理手段と
、
　表示された前記リンク個所を指示するための指示手段と、
　前記指示手段によって指示されたリンク個所にリンクされている前記予約設定情報に基
づいて番組の録画設定処理を行う録画設定手段と
　を含むことを特徴とする情報処理装置。

　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて前記
電子番組ガイドを表示させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。

　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、前記表示された
リンク個所を指示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。



【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】

【請求項１１】

【請求項１２】
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　前記番組情報と前記予約設定情報を取得するためのリンク情報を含むデータは、マーク
アップ言語によって記述されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。

　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。

　番組の録画設定を行う情報処理装置の情報処理方法において、
　番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を取得するためのリンク情報を含む
データを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップの処理で取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組
ガイドと共に、前記予約設定情報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理ス
テップと、
　表示された前記リンク個所が指示されたことに対応し、指示された前記リンク個所にリ
ンクされている前記予約設定情報に基づいて番組の録画設定処理を行う録画設定ステップ
と
　を含むことを特徴とする情報処理方法。

　番組の録画設定を行う情報処理装置において、
　番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を取得するためのリンク情報を含む
データを取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイ
ドと共に、前記予約設定情報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理手段と
、
　表示された前記リンク個所を指示するための指示手段と、
　前記指示手段によって指示されたリンク個所にリンクされた前記予約設定情報を、イン
ターネットを介して所定のサーバから取得し、取得した前記予約設定情報に基づいて番組
の録画設定処理を行う録画設定手段と
　を含むことを特徴とする情報処理装置。

　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて前記
電子番組ガイドを表示させる
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。

　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、前記表示された
リンク個所を指示する
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。

　前記番組情報と前記予約設定情報を取得するためのリンク情報を含むデータは、マーク
アップ言語によって記述されている
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。

　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
　ことを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。

　番組の録画設定を行う情報処理装置の情報処理方法において、
　番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を取得するためのリンク情報を含む
データを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップの処理で取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組



【請求項１３】

【請求項１４】

【請求項１５】

【請求項１６】

【請求項１７】

【請求項１８】

【請求項１９】
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ガイドと共に、前記予約設定情報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理ス
テップと、
　表示された前記リンク個所が指示されたことに対応し、指示された前記リンク個所にリ
ンクされた前記予約設定情報を、インターネットを介して所定のサーバから取得し、取得
した前記予約設定情報に基づいて番組の録画設定処理を行う録画設定ステップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。

　番組に関する情報を表示させる情報処理装置において、
　番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデー
タを取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイ
ドと共に、前記詳細情報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理手段と、
　表示された前記リンク個所を指示するための指示手段とを含み、
　前記表示処理手段は、さらに、前記指示手段によって指示されたリンク個所にリンクさ
れた前記詳細情報に基づいて番組に関する詳細な情報を表示させる
　ことを特徴とする情報処理装置。

　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて前記
電子番組ガイドを表示させる
　ことを特徴とする請求項１３に記載の情報処理装置。

　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、前記表示された
リンク個所を指示する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の情報処理装置。

　前記番組情報と前記詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデータは、マークアッ
プ言語によって記述されている
　ことを特徴とする請求項１３に記載の情報処理装置。

　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
　ことを特徴とする請求項１３に記載の情報処理装置。

　番組に関する情報を表示させる情報処理装置の情報処理方法において、
　番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデー
タを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップの処理で取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組
ガイドと共に、前記詳細情報にリンクされているリンク個所を表示させる第１の表示処理
ステップと、
　表示された前記リンク個所が指示されたことに対応し、指示された前記リンク個所にリ
ンクされた前記詳細情報に基づいて番組に関する詳細な情報を表示させる第２の幼児処理
ステップを含む
　ことを特徴とする情報処理方法。

　番組に関する情報を表示させる情報処理装置において、
　番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデー
タを取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイ
ドと共に、前記詳細情報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理手段と、
　表示された前記リンク個所を指示するための指示手段とを含み、
　前記表示処理手段は、さらに、前記指示手段によって指示されたリンク個所にリンクさ



【請求項２０】

【請求項２１】

【請求項２２】

【請求項２３】

【請求項２４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、 装置および方法に関し、特に、テレビジョン放送に関連したハイパ
ーテキストデータ信号を送信し、受信側が、そのハイパーテキストデータ信号を処理する
ようにした 装置および方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、放送衛星、通信衛星などの衛星を介してテレビジョン放送信号をデジタル化して伝
送し、各家庭において、これを受信するシステムが普及しつつある。このシステムにおい
ては、例えば、８０近くのチャンネルを確保する事が可能であるため、極めて多くの番組
を放送することができる。
【０００３】
このようなシステムにおいては、伝送可能な番組の数が増えるため、所望の番組を選択す
るための電子番組ガイド（ＥＰＧ： Electronic Program Guide）を番組とともに伝送し、
これをモニタ装置において表示し、表示された電子番組ガイドを用いて、所望の番組を迅
速確実に選択することが提案されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のアナログ放送において、上述したような番組案内のサービスを提供
するためには、送信側と受信側の双方に多くのハードウェアを必要とし、また、その構成

10

20

30

40

50

(4) JP 3919086 B2 2007.5.23

れた前記詳細情報を、インターネットを介して所定のサーバから取得し、取得した前記詳
細情報に基づいて番組に関する詳細な情報を表示させる
　ことを特徴とする情報処理装置。

　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて前記
電子番組ガイドを表示させる
　ことを特徴とする請求項１９に記載の情報処理装置。

　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、前記表示された
リンク個所を指示する
　ことを特徴とする請求項１９に記載の情報処理装置。

　前記番組情報と前記詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデータは、マークアッ
プ言語によって記述されている
　ことを特徴とする請求項１９に記載の情報処理装置。

　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
　ことを特徴とする請求項１９に記載の情報処理装置。

　番組に関する情報を表示させる情報処理装置の情報処理方法において、
　番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデー
タを取得する取得ステップと、
　前記取得ステップの処理で取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組
ガイドと共に、前記詳細情報にリンクされているリンク個所を表示させる第１の表示処理
ステップと、
　表示された前記リンク個所が指示されたことに対応し、指示された前記リンク個所にリ
ンクされた前記詳細情報を、インターネットを介して所定のサーバから取得し、取得した
前記詳細情報に基づいて番組に関する詳細な情報を表示させる第２の表示処理ステップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。

情報処理

情報処理



も複雑となるため、現実的な適用は困難である課題があった。
【０００５】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、ユーザが、ディスプレイ上にＧＵ
Ｉ（ Graphical User Interface）を用いて表示された番組案内を用いて、所望の番組を迅
速かつ適格に把握し、選択できるようにするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】

【０００７】

【０００８】

【０００９】
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　本発明の第１の情報処理装置は、番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を
取得するためのリンク情報を含むデータを取得する取得手段と、取得手段によって取得さ
れたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、予約設定情報にリン
クされているリンク個所を表示させる表示処理手段と、表示されたリンク個所を指示する
ための指示手段と、指示手段によって指示されたリンク個所にリンクされている予約設定
情報に基づいて番組の録画設定処理を行う録画設定手段とを含むことを特徴とする。
　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて電子
番組ガイドを表示させるようにすることができる。
　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、表示されたリン
ク個所を指示するようにすることができる。
　番組情報と予約設定情報を取得するためのリンク情報を含む前記データは、マークアッ
プ言語によって記述されているようにすることができる。
　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
ようにすることができる。

　本発明の第１の情報処理方法は、番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を
取得するためのリンク情報を含むデータを取得する取得ステップと、取得ステップの処理
で取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、予約設定情
報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理ステップと、表示されたリンク個
所が指示されたことに対応し、指示されたリンク個所にリンクされている予約設定情報に
基づいて番組の録画設定処理を行う録画設定ステップとを含むことを特徴とする。

　本発明の第１の情報処理装置および方法においては、番組情報と番組録画予約設定に用
いる予約設定情報を取得するためのリンク情報を含むデータが取得され、取得されたデー
タが解析され、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、予約設定情報にリンクされ
ているリンク個所が表示される。そして、表示されたリンク個所が指示されたことに対応
し、指示されたリンク個所にリンクされている予約設定情報に基づいて番組の録画設定処
理が行われる。

　本発明に第２の情報処理装置は、番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を
取得するためのリンク情報を含むデータを取得する取得手段と、取得手段によって取得さ
れたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、予約設定情報にリン
クされているリンク個所を表示させる表示処理手段と、表示されたリンク個所を指示する
ための指示手段と、指示手段によって指示されたリンク個所にリンクされた予約設定情報
を、インターネットを介して所定のサーバから取得し、取得した予約設定情報に基づいて
番組の録画設定処理を行う録画設定手段とを含むことを特徴とする。
　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて電子
番組ガイドを表示させるようにすることができる。
　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、表示されたリン
ク個所を指示するようにすることができる。
　番組情報と予約設定情報を取得するためのリンク情報を含む前記データは、マークアッ
プ言語によって記述されているようにすることができる。
　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む



【００１０】

【００１１】

【００１２】

【００１３】

【００１４】

【００１５】
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ようにすることができる。

　本発明の第２の情報処理方法は、番組情報と番組録画予約設定に用いる予約設定情報を
取得するためのリンク情報を含むデータを取得する取得ステップと、取得ステップの処理
で取得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、予約設定情
報にリンクされているリンク個所を表示させる表示処理ステップと、表示されたリンク個
所が指示されたことに対応し、指示されたリンク個所にリンクされた予約設定情報を、イ
ンターネットを介して所定のサーバから取得し、取得した予約設定情報に基づいて番組の
録画設定処理を行う録画設定ステップとを含むことを特徴とする。

　本発明の第２の情報処理装置および方法においては、番組情報と番組録画予約設定に用
いる予約設定情報を取得するためのリンク情報を含むデータが取得され、取得されたデー
タが解析され、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、予約設定情報にリンクされ
ているリンク個所が表示される。そして、表示されたリンク個所が指示されたことに対応
し、指示されたリンク個所にリンクされた予約設定情報が、インターネットを介して所定
のサーバから取得され、取得された予約設定情報に基づいて番組の録画設定処理が行われ
る。

　本発明の第３の情報処理装置は、番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得
するためのリンク情報を含むデータを取得する取得手段と、取得手段によって取得された
データを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、詳細情報にリンクされて
いるリンク個所を表示させる表示処理手段と、表示されたリンク個所を指示するための指
示手段とを含み、表示処理手段は、指示手段によって指示されたリンク個所にリンクされ
た詳細情報に基づいて番組に関する詳細な情報を表示させることを特徴とする。
　前記表示処理手段は、さらに、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応さ
せて電子番組ガイドを表示させるようにすることができる。
　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、表示されたリン
ク個所を指示するようにすることができる。
　番組情報と詳細情報を取得するためのリンク情報を含む前記データは、マークアップ言
語によって記述されているようにすることができる。
　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
ようにすることができる。

　本発明の第３の情報処理方法は、番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得
するためのリンク情報を含むデータを取得する取得ステップと、取得ステップの処理で取
得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、詳細情報にリン
クされているリンク個所を表示させる第１の表示処理ステップと、表示されたリンク個所
が指示されたことに対応し、指示されたリンク個所にリンクされた詳細情報に基づいて番
組に関する詳細な情報を表示させる第２の表示処理ステップとを含むことを特徴とする。

　本発明の第３の情報処理装置および方法においては、番組情報と番組の詳細な内容に関
する詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデータが取得され、取得されたデータが
解析され、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、詳細情報にリンクされているリ
ンク個所が表示される。さらに、表示されたリンク個所が指示されたことに対応し、指示
されたリンク個所にリンクされた詳細情報に基づいて番組に関する詳細な情報が表示され
る。

　本発明の第４の情報処理装置は、番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得
するためのリンク情報を含むデータを取得する取得手段と、取得手段によって取得された
データを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、詳細情報にリンクされて



【００１６】

【００１７】

【００２０】
【発明の実施の形態】
図１は本発明のＴＶ（テレビジョン）放送装置１の一実施の形態の構成を表すブロック図
である。
【００２１】
アナログの映像信号と音声信号（以下、必要に応じて、映像信号と音声信号をまとめて映
像音声信号と称する）は、ＴＶ信号発生回路２１で生成され、マルチプレクサ２４に出力
されるようになされている。
【００２２】
また、ＴＶ（テレビジョン）番組に関連したテキストデータ信号は、テキストデータ信号
発生回路２２で生成され、マルチプレクサ２４に出力されるようになされている。
【００２３】
さらに、ＴＶ番組に関連したテキストデータ信号に対応したハイパーテキストデータ信号
は、ハイパーテキストデータ信号発生回路２３で生成され、マルチプレクサ２４に出力さ
れるようになされている。
【００２４】
マルチプレクサ２４は、アナログの映像信号のＶＢＩ（ Vertical Blanking Interval：垂
直帰線消去期間）の所定の水平走査線上にテキストデータ信号と、それに対応したハイパ
ーテキストデータ信号を挿入し、１つのＴＶ放送信号に多重化する。例えば、音声信号に
対応した文字を字幕として画面上に表示させることができる文字多重放送（クローズドキ
ャプション）では、映像信号の垂直帰線消去期間の第２１番目の走査ラインにテキストデ
ータ信号を多重化させているが、これと同様に、映像信号の他の垂直帰線消去期間の走査
ラインにハイパーテキストデータを多重化させるようにする。そして、この多重化された
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いるリンク個所を表示させる表示処理手段と、表示されたリンク個所を指示するための指
示手段とを含み、表示処理手段は、さらに、指示手段によって指示されたリンク個所にリ
ンクされた詳細情報を、インターネットを介して所定のサーバから取得し、取得した詳細
情報に基づいて番組に関する詳細な情報を表示させることを特徴とする。
　前記表示処理手段は、少なくとも放送中の番組と各番組のチャンネルを対応させて電子
番組ガイドを表示させるようにすることができる。
　前記指示手段は、ユーザの操作に対応して移動するカーソルを用いて、表示されたリン
ク個所を指示するようにすることができる。
　番組情報と詳細情報を取得するためのリンク情報を含む前記データは、マークアップ言
語によって記述されているようにすることができる。
　前記リンク情報は、マークアップ言語によって記述されたデータのアドレス情報を含む
ようにすることができる。

　本発明の第４の情報処理方法は、番組情報と番組の詳細な内容に関する詳細情報を取得
するためのリンク情報を含むデータを取得する取得ステップと、取得ステップの処理で取
得されたデータを解析し、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、詳細情報にリン
クされているリンク個所を表示させる第１の表示処理ステップと、表示されたリンク個所
が指示されたことに対応し、指示されたリンク個所にリンクされた詳細情報を、インター
ネットを介して所定のサーバから取得し、取得した詳細情報に基づいて番組に関する詳細
な情報を表示させる第２の表示処理ステップとを含むことを特徴とする。

　本発明の第４の情報処理装置および方法においては、番組情報と番組の詳細な内容に関
する詳細情報を取得するためのリンク情報を含むデータが取得され、取得されたデータが
解析され、所定のフォーマットで電子番組ガイドと共に、詳細情報にリンクされているリ
ンク個所が表示される。さらに、表示されたリンク個所が指示されたことに対応し、指示
されたリンク個所にリンクされた詳細情報が、インターネットを介して所定のサーバから
取得され、取得した詳細情報に基づいて番組に関する詳細な情報が表示される。



ＴＶ放送信号は、送信回路２５を介し、アンテナ２より電波として出力されるようになさ
れている。
【００２５】
このようにして、テキストデータ信号、ハイパーテキストデータ信号、およびＴＶ映像音
声信号が１つのＴＶ放送信号に多重化され、アンテナ２より出力されるようになされてい
る。
【００２６】
図２は本発明のテレビジョン受像機の一実施の形態の構成を表すブロック図である。ＴＶ
映像音声信号、テキストデータ信号、およびハイパーテキストデータ信号を含むＴＶ放送
信号は、アンテナ１１により受信され、ＴＶ受像機１７に入力されるようになされている
。
【００２７】
ＴＶ受像機１７のＴＶ放送受信回路３１は、制御マイクロコンピュータ３４から指定され
たＴＶ放送信号の選択を行い、複数のＴＶ放送信号の中から指定されたものを抽出、復調
し、その映像音声信号を映像音声処理回路３３に出力するようになされている。従って、
ユーザの指定したＴＶ番組は、このＴＶ放送受信回路３１により、ＴＶ放送信号の中から
選択され、抽出される。
【００２８】
データ放送受信回路３２は、制御マイクロコンピュータ３４から指定されたＴＶ放送信号
に含まれるテキストデータ信号（クローズドキャプション信号）の選択、復調を行い、映
像音声処理回路３３に出力するようになされている。従って、ユーザの指定した文字放送
（テキストデータ信号）は、このデータ放送受信回路３２により、ＴＶ放送信号の中から
選択され、抽出されるようになされている。
【００２９】
一方、番組案内制御のための（ＥＰＧとしての）テキストデータ信号と、そのテキストデ
ータ信号に対応したハイパーテキストデータ信号から成る制御データ信号は、映像信号の
所定の水平走査線上に多重化されて送信されるため、１度に多くの制御データ信号を送る
ことは困難である。従って、これらの信号は、ＴＶ放送局から、ＴＶ映像音声信号とは異
なるタイミングで送信され、ＴＶ受像機１７のデータ放送受信回路３２により抽出、復調
され、制御マイクロコンピュータ３４を介して、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）３５
に蓄積され、必要に応じ、適宜、ＨＤＤ３５より読み出され、処理されるようになされて
いる。例えば、ＴＶ放送局が、これらの信号を多重化したＴＶ放送信号をＴＶ番組の終了
した夜間に出力し、ＴＶ受信機１７が夜間のうちに、これらの信号をＨＤＤ３５に蓄積す
るようにしてもよい。
【００３０】
映像音声処理回路３３は、ＴＶ放送受信回路３１より入力された映像信号を処理し、ＣＲ
Ｔ３６に供給する映像信号を生成する。また、映像音声処理回路３３は、このＴＶ映像信
号に、データ放送受信回路３３より出力されるテキストデータ信号（クローズドキャプシ
ョン信号）、または制御マイクロコンピュータ３４より出力される画像データ信号を重畳
し、映像信号をＣＲＴ３６に出力するようになされている。
【００３１】
また、映像音声処理回路３３は、ＴＶ放送受信回路３１より入力された音声信号に増幅等
の処理を施した後、スピーカ３７に出力するようになされている。
【００３２】
リモートコマンダ１３からの赤外線ＴＶ操作信号は、受光部１３ａおよび制御マイクロコ
ンピュータ３４で処理され、その結果、ＴＶ放送受信回路３１に対して、指定ＴＶ映像音
声信号の選択、復調命令が出力されたり、データ放送受信回路３２に対して、テキストデ
ータ信号（クローズドキャプション信号）の選択、復調命令が出力されるようになされて
いる。
【００３３】

10

20

30

40

50

(8) JP 3919086 B2 2007.5.23



また、リモートコマンダ１３からの番組案内の表示を指示する指示信号（図３の番組案内
キー４１の操作により出力される信号。図３を用いて後述）が、制御マイクロコンピュー
タ３４に入力されると、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５より読み出した制
御データ信号に対応する画像データ（ホームページ表示用データ）信号を生成し、映像音
声処理回路３３に出力するようになされている。
【００３４】
さらに、リモートコマンダ１３からの番組案内のための処理を指示する指示信号が制御マ
イクロコンピュータ３４に入力されると、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５
より読み出した制御データ信号を用いて、指示信号に対応する処理を実行させるための制
御信号を、赤外線発光部１４ａを介してＶＣＲ（ VIDEO CASSETTE RECORDER）１４に送信
したり、またはコネクタ１５ａを介してモデム１５に送信する。さらに、画像データ信号
を生成し、映像音声処理回路３３に出力するなどして、様々な処理を行うようになされて
いる。
【００３５】
ユーザが、このＴＶ受像機１７の電源スイッチ（図示せず）を切ると、そのとき出力中で
あったＴＶチャンネルが制御マイクロコンピュータ３４内の不揮発性メモリ（図示せず）
に記憶され、ユーザが、次回、ＴＶ受像機１７の電源スイッチを入れたときに制御マイク
ロコンピュータ３４内に記録されたＴＶチャンネルの映像音声の出力処理が行われるよう
になされている。
【００３６】
図３は、リモートコマンダ１３の操作部の一例を示す図である。
【００３７】
この操作部は、番組案内キー４１、上下左右キー４２乃至４５、確定キー４６、テンキー
４７、および文字放送キー４８により構成されている。
【００３８】
図２に示すＴＶ受像機１７は、従来と同様のＴＶ操作による制御を行うＴＶ操作モードと
、ハイパーテキストデータ信号を用いた制御を行う番組案内モードで動作するようになさ
れている。
【００３９】
番組案内キー４１は、番組案内モードと、ＴＶ操作モードとの切換キーであり、ユーザが
番組案内キー４１を１回押下するごとに、番組案内モードとＴＶ操作モードが切り替わる
ようになされている。
【００４０】
ＴＶ操作モードでのＴＶ番組の選局と文字放送の選局は、上下キー４２ ,４３、テンキー
４７、および文字放送キー４８により行われるようになされている。例えば、ユーザが上
キー４２（または下キー４３）を１回押下すると、次の（または前の）チャンネルのＴＶ
番組が選局され、または、テンキー４７で示される数字のいずれかを押下すると、その数
字に対応するチャンネルのＴＶ番組が選局され、文字放送キー４８を１回押下すると、選
局されているチャンネルのＴＶ番組の映像音声信号に多重化されているテキストデータ信
号（クローズドキャプション信号）が選択され、テキスト文字が表示される。
【００４１】
これに対して、制御モード時は、ユーザが、ＴＶ受像機１７の制御を選択するためのＧＵ
Ｉを用いた選択画面から、上下左右キー４２乃至４５の操作により、カーソルを制御内容
を示す画面上領域に移動させ、制御内容を選択した後、確定キー４６の操作により、制御
内容を決定するようになされている。
【００４２】
次に、この操作部を使用した具体的な操作と、その操作に対応した処理動作および表示画
面について、図４以降の図を参照して説明する。
【００４３】
図４は、ＴＶ受像機１７の処理動作を説明するフローチャートである。

10

20

30

40

50

(9) JP 3919086 B2 2007.5.23



【００４４】
始めに、ＴＶ操作モード時の動作について説明する。
【００４５】
ユーザが、電源スイッチ（図示せず）を押し、このＴＶ受像機１７を動作状態にさせると
、図４のステップＳ１１で、ＴＶ受像機１７の動作モードがＴＶ操作モードに初期設定さ
れる。また、この状態では、ユーザが、前回、このＴＶ受像機１７の電源スイッチ（図示
せず）を切ったときの状態が、制御マイクロコンピュータ３４内のメモリに保持されてお
り、そのときに選局されていたチャンネルのＴＶ番組の映像音声が、デフォルトとして出
力される。
【００４６】
続くステップＳ１２で、ユーザからの入力信号の受信待ち処理が行われ、ユーザからの指
示信号が入力されるまで、ステップＳ１１で初期設定されたチャンネルのＴＶ番組の映像
音声を出力し続ける。
【００４７】
この状態から、ユーザが、あるＴＶ番組の選局を行う目的で、図３に示す操作部の上キー
４２を１回押下すると、リモートコマンダ１３よりＴＶ受像機１７に対して指示信号が出
力される。
【００４８】
ＴＶ受像機１７がこの指示信号を入力すると、ステップＳ１２の入力信号の受信待ち処理
が解除され、ステップＳ１３において、ＴＶ受像機１７の制御マイクロコンピュータ３４
は、入力信号が図３の番組案内キー４１による信号であるのか否かを判断する。今の場合
、入力信号は、ＴＶ番組の選局を指示するＴＶ操作信号であるので、番組案内キー４１に
よる指示信号ではないと判断し、ステップＳ１９の処理を行う。
【００４９】
ステップＳ１９において、番組案内モードが設定されているか否かが判断される。今の場
合、ＴＶ受像機１７はＴＶ操作モードで動作しているので、番組案内モードが設定されて
いないと判断され、後続のステップＳ２０の処理が実行される。
【００５０】
ステップＳ２０において、制御マイクロコンピュータ３４はユーザからの指示信号に従い
、ＴＶ放送受信回路３１に対して、ユーザの指定したチャンネルのＴＶ番組（この場合は
次のチャンネルのＴＶ番組）の選択を指示する命令信号を出力する。この命令に対してＴ
Ｖ放送受信回路３１は、指定されたＴＶ番組信号を抽出、復調し、その番組の映像音声信
号を映像音声処理回路３３に送信する。映像音声処理回路３３は、この映像音声信号を処
理し、映像と音声を出力する。
【００５１】
ユーザの選択したＴＶ番組が出力された後、ステップＳ１２に分岐し、再び、次の入力信
号が受信されるのを待つ。このようにして、ユーザのＴＶ操作では、図４のステップＳ１
２、ステップＳ１３、ステップＳ１９、及びステップＳ２０の処理が、繰り返し実行され
る。
【００５２】
テキストデータ信号（クローズドキャプション信号）の出力時における処理ステップも同
様であり、例えば、図３の文字放送キー４８を押すと、今、選択されているＴＶ番組に対
応するテキスト文字の表示を指示する指示信号がリモートコマンダ１３から出力される。
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、ステップＳ１２の入力信号の受信待ち処理
が解除され、続くステップＳ１３で、入力信号は番組案内モードを設定する信号ではない
と判断され、ステップＳ１９で、番組案内モードはＯＮではないと判断され、ステップＳ
２０の処理が行われる。
【００５３】
ステップＳ２０で、制御マイクロコンピュータ３４がユーザからの指示信号に従い、ユー
ザの指定した番組（今、映像音声が出力されているチャンネルのＴＶ番組）に対応したテ
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キストデータ信号の選択、復調を指示する命令信号をデータ放送受信回路３２に対して、
出力する。この命令に対してデータ放送受信回路３２は、指定された番組に対応するテキ
ストデータ信号を選択、復調し、そのテキストデータ信号を映像音声処理回路３３に送信
する。映像音声処理回路３３は、ＴＶ映像信号にこのテキストデータ信号を重畳させ、Ｃ
ＲＴ３６に出力する。
【００５４】
このようにして、ユーザの選択した文字放送が出力される。
【００５５】
次に、ハイパーテキストデータ信号を用いた番組案内モードの動作について説明する。
【００５６】
ユーザが図３の番組案内キー４１を１回押下すると、リモートコマンダ１３から番組案内
モードを設定する指示信号が出力される。
【００５７】
ＴＶ受像機１７がこの指示信号を受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号待ち処理
が解除され、ステップＳ１３で、入力信号は番組案内モードを設定する信号であると判断
され、続くステップＳ１４の処理を実行する。ステップＳ１４で、番組案内モードが既に
設定されているか否かが判断され、今の場合、番組案内のモードは、まだ設定されていな
いので、続くステップＳ１５の処理が行われる。ステップＳ１５で、制御マイクロコンピ
ュータ３４は、番組案内モードをＯＮに設定する。以後、このＴＶ受信機１７はハイパー
テキストデータ信号を用いた番組案内モードで動作する。
【００５８】
続くステップＳ１６において、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５からホーム
ページを表示するための制御データ信号（テキストデータ信号とそれに対応するハイパー
テキストデータ信号）を取得し、この制御データ信号に対応するホームページの画像デー
タ信号を生成し、映像音声処理回路３３に出力する。
【００５９】
映像音声処理回路３３は、出力中のＴＶ映像信号に上記の画像データ信号を重畳させ、Ｃ
ＲＴ３６に出力する。
【００６０】
このようにして、ＣＲＴ３６に表示されたホームページ画面の表示例を図５に示す。
【００６１】
図５に示すホームページは、ハイパーテキストを用いたテキストＴ１、テキストＴ２、お
よびＴＶ番組領域Ａ１、並びにＵＲＬ表示部Ａ１０より構成されている。
【００６２】
ここで、これらのテキストに用いられているＨＴＭＬについて、説明する。
【００６３】
ＨＴＭＬ（ HYPER TEXT MARKUP LANGUAGE）とは、ハイパーテキストを記述するための言語
であり、テキスト中にタグ（ tag）とよばれるコマンドを埋め込むことにより、文字の修
飾、箇条書き、改行などを表現することができる。さらに、アンカータグとしてテキスト
と関連するＵＲＬ（ Uniform Resource Locator）を記述することで、そのテキストとＵＲ
Ｌで指定されるホームページとの間にリンクを張ることができる。
【００６４】
また、専用のＷＷＷブラウザとよばれるソフトウェアを使用することにより、このリンク
が張られたテキストから様々な情報ファイルを呼び出すことが可能である。テキストから
呼び出されるこのファイルは、クライアント側のＨＤＤ上のファイルは勿論のこと、ネッ
トワーク上のサーバのファイルであれば自由に呼び出すことができる。このことが、ＨＴ
ＭＬの最大の特徴となっている。
【００６５】
このブラウザとしては、イリノイ大学の NCSA（ NATIONAL CENTER FOR SUPERCOMPUTING APP
LICATION）で、最初に開発された MOSAICというソフトウェアが有名である。
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【００６６】
インターネットのＷＷＷ（ WORLD WIDE WEB）は、このＨＴＭＬを使用したシステムであり
、 MOSAICなどのソフトウェアがＨＴＭＬのブラウザとなり、世界中のＷＷＷサーバのファ
イルをリアルタイムに呼び出して表示することができる。
【００６７】
インターネットで用いられているＷＷＷシステムでは、ネットワークに接続されているＷ
ＷＷサーバに、ＵＲＬ（ UNIFORM RESOURCE LOCATOR）と呼ばれるネットワークアドレス（
ドメイン情報）が付与されている。また、ＨＴＭＬで記述されたテキストに、関連するＵ
ＲＬを記述したタグを付けることにより、ＵＲＬで指定したＷＷＷサーバ内のファイルに
リンクさせることができる。
【００６８】
例えば、ＷＷＷサーバ内のファイルにリンクされたテキストにカーソルを合わせ、クリッ
クするだけで、リンクされたＷＷＷサーバ内のファイルがＷＷＷサーバからクライアント
へ転送され、クライアント側でＷＷＷサーバのホームページが表示される。このようにし
て、ＨＴＭＬを利用したＷＷＷシステムでは、ネットワーク上のＷＷＷサーバに容易にア
クセスし、画像、音声、テキスト、動画等の様々なデータを扱うことができる。
【００６９】
図５で示すホームページの説明に戻り、テキストＴ１、テキストＴ２、およびＴＶ番組領
域Ａ１は、テキスト文字にＨＴＭＬを用いて関連するファイルがリンクされたハイパーテ
キストであり、これらのテキストは、通常の（ファイルがリンクされていない）テキスト
文字が例えば、黒字で表示されているのに対して、これとは異なる例えば、青字で表示さ
れている。
【００７０】
テキストＴ１は、放送中プログラム案内を表示するためのファイルがリンクされたハイパ
ーテキストを表しており、テキストＴ２は、放送チャンネル案内を表示するためのファイ
ルがリンクされたハイパーテキストを表している。
【００７１】
ＴＶ番組領域Ａ１は、１ ,３ ,４ ,６ ,８ ,１０ ,１２ ,Ｕ１ ,Ｕ２ ,ＢＳで示される各テキスト
に、それらと対応する各チャンネルのＴＶ番組の内容を表示するためのファイルがリンク
されたハイパーテキストを表している。
【００７２】
ＵＲＬ表示部Ａ１０は、カーソルで指定されたハイパーテキストのテキスト文字にリンク
されたファイル名を表示する領域である。
【００７３】
今、カーソルが図５で示したＴＶ番組領域Ａ１内のＴＶ番組のチャンネル番号１番を示す
“１”の位置にあるので、このカーソルの位置のテキストにリンクされたファイル名がＵ
ＲＬ表示部Ａ１０に表示されている。
【００７４】
上下左右キー４２乃至４５の操作によりカーソルをＴＶ番組領域Ａ１の１ ,３ ,４ ,６ ,８ ,
１０ ,１２ ,Ｕ１ ,Ｕ２ ,ＢＳで表される各チャンネルの位置に合わせ、確定キー４６を押す
ことにより、そのチャンネルの映像音声を出力させることができる。このときの動作につ
いて説明する。
【００７５】
図５に示す画面の状態から、ユーザが図３の右キー４５を１回押下すると、リモートコマ
ンダ１３よりカーソル移動の指示信号が出力される。
【００７６】
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号受信待ち
が解除され、続くステップＳ１３で、入力信号は番組案内モードを設定する指示信号では
ないと判断され、ステップＳ１９に分岐し、ステップＳ１９で、番組案内モードはＯＮで
あると判断され、ステップＳ２１の処理が行われる。
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【００７７】
ステップＳ２１では、入力信号がＨＴＭＬの処理信号（確定キーによる信号）であるのか
、カーソル位置の更新信号（上下左右キーによる信号）であるのかが、判断され、いまの
場合、右キー４５の操作による指示信号であるので、カーソル位置の更新信号であると判
断され、ステップＳ２３の処理を実行する。
【００７８】
ステップＳ２３で、制御マイクロコンピュータ３４は、右キー４５の操作に対応して、画
面に表示されたカーソルの位置を右に１つ移動させたカーソル表示の画像データ信号を生
成し、また、移動先のテキスト文字（この場合、ＴＶ番組領域Ａ１の３で示すテキスト）
にリンクされたファイル名をＨＤＤ３５に蓄積された制御データ信号より取得し、ＵＲＬ
表示部Ａ１０に表示させる画像データ信号を生成し、これらの画像データ信号を、映像音
声処理回路３３に出力する。
【００７９】
映像音声処理回路３３は、出力中の映像信号にこの画像データ信号を重畳し、ＣＲＴ３６
に出力する。
【００８０】
このようにして、カーソルが１つ右の、ＴＶ番組領域Ａ１内のＴＶ番組のチャンネル番号
３番を示す３の位置に移動し、さらに、ＨＴＭＬによりカーソルの位置にリンクされたフ
ァイル名をＵＲＬ表示部Ａ１０に表示する画面データが出力される。このようにして、ユ
ーザは上下左右キー４２乃至４６の操作により、自由に目的のＨＴＭＬで記述された文字
にカーソルを移動させることができる。
【００８１】
この状態（カーソルがＴＶ番組領域Ａ１内のチャンネル番号３番を示す３の位置にある状
態）から、ユーザが図３の確定キー４６を押下すると、リモートコマンダ１３より選択の
決定を指示する指示信号が出力される。
【００８２】
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号受信待ち
が解除され、続くステップＳ１３、ステップＳ１９、を経てステップＳ２１の処理が行わ
れる。
【００８３】
ステップＳ２１では、制御マイクロコンピュータ３４が入力信号の種類を判定する。この
場合は確定キー４６の操作によるＨＴＭＬ処理の指示信号であるので、入力信号はＨＴＭ
Ｌ処理信号（確定キー４６による信号）であると判断され、ステップＳ２２のＨＴＭＬに
よる処理を実行する。
【００８４】
ステップＳ２２で、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５から対応する実行可能
ファイル（制御データ信号によるファイル）を取得し、このファイルを処理する。今の場
合、ファイルの処理は、チャンネル番号３番のＴＶ映像音声を出力する処理なので、制御
マイクロコンピュータ３４はチャンネル番号３番のＴＶ映像音声信号を選択、復調させる
命令をＴＶ放送受信回路３１に出力し、上述したＴＶ映像音声の出力処理が実行される。
その後、制御マイクロコンピュータ３４は番組案内モードをＯＦＦに設定し、以後、ＴＶ
受像機１７はＴＶ操作モードで動作する。
【００８５】
次に、再び、図５のホームページ画面を出力している状態に戻り、ユーザが、上下左右キ
ー４２乃至４５の操作により、カーソルを放送中のＴＶプログラム案内を実行させるため
のテキストＴ１の位置に合わせ、確定キー４６を押したときの動作について説明する。
【００８６】
ユーザが、図５に示す画面の状態から、上下左右キー４２乃至４５を操作し、カーソルを
テキストＴ１の位置に合わせ、確定キー４６を押すと、リモートコマンダ１３より選択の
決定を指示する指示信号が出力される。
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【００８７】
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号受信待ち
が解除され、続いてステップＳ１３、ステップＳ１９、およびステップＳ２１を経てステ
ップＳ２２の処理が行われる。
【００８８】
ステップＳ２２で、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５から対応するファイル
を読み出し、このファイルを処理する。今の場合、ファイルの処理は、放送中プログラム
案内を表示する処理（階層化された後続選択画面を表示させる処理）なので、制御マイク
ロコンピュータ３４は、ファイルを用いて、次に表示する画面の画像データ信号を生成し
、映像音声処理回路３３に出力する。映像音声処理回路３３は、上述した画像データの重
畳処理を行い、映像信号を出力する。
【００８９】
このようにして、図５で示すホームページから上下左右キー４２乃至４５と確定キー４６
の操作により、テキストＴ１（１．放送中プログラム案内）を選択したときに表示される
画面を図６に示す。
【００９０】
図６に示す画面は、現在放送中のＴＶ番組のプログラム案内画面であり、上下左右キー４
２乃至４５によりカーソルをテキストＴ１１乃至Ｔ２０で示すＴＶ番組上に移動させ、確
認キー４６を押下することにより、対応する番組の詳細情報を得ることができるような選
択画面となっている。
【００９１】
図６の画面上の右下のテキストＴ３１は、上下左右キー４２乃至４５の操作によりこの領
域上にカーソルを移動させ、確認キー４６を押下することにより図５に示すホームページ
画面を再び表示させるためのハイパーテキストである。
【００９２】
図６に示す画面の状態から、ユーザが、上下左右キー４２乃至４５を操作し、カーソルを
チャンネル番号３番で放送中の日常英会話を示すテキストＴ１２の位置に合わせ、確定キ
ー４６を押したとする。すると、リモートコマンダ１３より選択の決定を指示する指示信
号が出力される。
【００９３】
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号受信待ち
が解除され、続いて、ステップＳ１３、ステップＳ１９、およびステップＳ２１を経てス
テップＳ２２の処理が行われる。
【００９４】
ステップＳ２２で、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５から対応するファイル
を読み出し、このファイルを処理する。今の場合、ファイルの処理は、チャンネル番号３
番で提供されている日常英会話の詳細を表示する処理（階層化された後続選択画面を表示
させる処理）なので、制御マイクロコンピュータ３４は、ファイルを用いて次の画面の画
像データ信号を生成し、映像音声処理回路３３に出力する。映像音声処理回路３３は、上
述した画像データの重畳処理を行い、映像信号を出力する。
【００９５】
このようにして、図６で示す選択画面から上下左右キー４２乃至４５と確定キー４６の操
作により、テキストＴ１２を選択したときに表示される画面を図７に示す。
【００９６】
図７の画面は、チャンネル番号３番の番組内容の詳細情報を表示している。
【００９７】
図７の下方のテキストＴ３２は、ユーザが上下左右キー４２乃至４５の操作によりカーソ
ルをこのテキストに移動させ確認キー４６を押下したときに、１つ前の画面（図６の画面
）を表示させるためのハイパーテキストである。
【００９８】
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図７の画面では、 '日常英会話 'のテキストＴ４１、 '講師 'のテキストＴ４２、 'テキスト '
のテキストＴ４３、および 'ＦＡＸ 'のテキストＴ４４が、関連するファイルとリンクされ
たハイパーテキスト文字として表されており、これらの各テキスト文字は、他の通常の黒
色のテキスト文字とは異なる青色で表示されている。
【００９９】
ユーザが、図７に示す画面の状態から、上下左右キー４２乃至４５を操作し、カーソルを
テキストＴ４１（日常英会話）の位置に合わせ、確定キー４６を押したときに表示される
画面を図８に示す。このときのＴＶ受像機１７の処理動作については、図５に示す画面か
らＴＶ番組領域Ａ１内のチャンネル番号３を選択した場合の動作と同様であるので省略す
る。
【０１００】
図８に示す画面は、チャンネル番号３番の番組のＴＶ映像出力を表している。勿論、この
とき、スピーカ３７から、チャンネル番号３番のＴＶ音声が出力されている。
【０１０１】
図９に示す画面は、ユーザが、図７に示す画面の状態から、上下左右キー４２乃至４５を
操作し、カーソルをテキストＴ４２（講師）の位置に合わせ、確定キー４６を押したとき
に表示される画面を示している。このときのＴＶ受像機１７の処理動作については、図５
に示す画面からテキストＴ１を選択した場合の動作と類似するので省略する。
【０１０２】
図９で示す画面は、ＴＶ番組の３番の '日常英会話 'を担当する講師についての詳細情報を
表示する画面である。
【０１０３】
図１０に示す画面は、ユーザが、図７に示す画面の状態から、上下左右キー４２乃至４５
を操作し、カーソルをテキストＴ４３（テキスト）の位置に合わせ、確定キー４６を押し
たときに表示される画面を示している。
【０１０４】
図１０に示す画面は、このＴＶ番組の '日常英会話 'で使用されるテキストについての詳細
情報を表示する画面である。
【０１０５】
図１１に示す画面は、ユーザが、図７に示す画面の状態から、上下左右キー４２乃至４５
を操作し、カーソルをテキストＴ４４（ＦＡＸ）の位置に合わせ、確定キー４６を押した
ときに表示される画面を示している。
【０１０６】
図１１で示す画面は、このＴＶ番組の '日常英会話 'で使用されるテキストをＦＡＸで受け
取るＦＡＸサービスを利用するための画面である。
【０１０７】
図１１で示す画面より、ユーザが図３の上下左右キー４２乃至４５を操作し、カーソルを
テキストＴ５１（確認）上に移動させ、確認キー４６を押下したとする。すると、選択の
決定を指示する指示信号がリモートコマンダ１３より出力される。
【０１０８】
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号受信待ち
が解除され、続くステップＳ１３、ステップＳ１９、およびステップＳ２１を経てステッ
プＳ２２の処理が行われる。
【０１０９】
ステップＳ２２で、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５から対応するファイル
を読み出し、このファイルを処理する。今の場合、ファイルの処理は、ＦＡＸサービスを
受けるための処理なので、制御マイクロコンピュータ３４は、ファイルを用いてＦＡＸサ
ービス提供元の電話番号宛に、ＦＡＸ送信先のＦＡＸ番号情報、ＦＡＸ送信要求等の信号
をモデム１５を介して電話回線１６に送信する。
【０１１０】
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このようにして、ＦＡＸサービスの提供元に対して、自動的にアクセスを行いＦＡＸサー
ビスの提供を受けることができる。
【０１１１】
次に、再び、図５のホームページ画面を出力している状態に戻る。図５の画面を表示して
いる状態から、ユーザが、上下左右キー４２乃至４５の操作によりカーソルをＴＶ放送番
組案内を実行させるためのテキストＴ２の位置に合わせ、確定キー４６を押したときに表
示される画面を図１２に示す。
【０１１２】
図１２は、ＴＶ放送局の放送内容の詳細情報を提供するための選択画面を表している。
【０１１３】
図１２に示すように、この選択画面は、各ＴＶ放送局の地図上の位置が示されており、こ
れらの各ＴＶ放送局のテキストＴ６１乃至Ｔ６４にはＨＴＭＬを用いて関連するファイル
がリンクされている。
【０１１４】
図１３は、ユーザが図３の上下左右キー４２乃至４５の操作により、図１２で示すテキス
トＴ６１（ＮＮＮ）上にカーソルを移動させ、確定キー４６を押下したときに表示される
画面であり、ＮＮＮ放送局の番組案内を示している。
【０１１５】
図１３に示すように、この画面は、テキストＴ７１（ジャンル）とテキストＴ７２（電子
メール）を含み、これらのテキストは、ＨＴＭＬを用いて関連するファイルとリンクされ
たハイパーテキストである。
【０１１６】
テキストＴ７１は、ＮＮＮで放送している番組のジャンルに関する詳細情報を表示する処
理（階層化された後続の選択画面を表示する処理）を実行するためのハイパーテキストで
あり、テキストＴ７２は、このテキストの選択後に電子メール入力画面（図示せず）を表
示し、メールの入力後、そのメールをＮＮＮ放送局にモデム１５を介して送信するための
ハイパーテキストである。
【０１１７】
図１４は、ユーザが図３の上下左右キー４２乃至４５の操作により、図１３で示すテキス
トＴ７１（ジャンル）上にカーソルを移動させ、確定キー４６を押下したときに表示され
る画面であり、ＮＮＮ放送局で提供される番組のジャンルについての情報を示している。
【０１１８】
図１４に示すように、この画面は、ＨＴＭＬを用いてファイルとリンクされたジャンルに
関するテキストＴ８１乃至Ｔ８８を含む。テキストＴ８１乃至Ｔ８８の各テキストは、階
層化された後続の選択画面を表示するためのハイパーテキストである。
【０１１９】
図１５は、ユーザが図３の上下左右キー４２乃至４５の操作により、図１４で示すテキス
トＴ８７（映画）上にカーソルを移動させ、確定キー４６を押下したときに表示される画
面であり、ＮＮＮ放送局で提供される映画番組についての情報を示している。
【０１２０】
図１５に示すように、この画面は、ＨＴＭＬを用いてファイルとリンクされた再放送情報
に関するテキストＴ９１（再放送）を含み、テキストＴ９１は、階層化された後続の選択
画面を表示するためのハイパーテキストである。
【０１２１】
図１６は、ユーザが図３の上下左右キー４２乃至４５の操作により、図１５で示すテキス
トＴ９１（再放送）上にカーソルを移動させ、確定キー４６を押下したときに表示される
画面であり、ＮＮＮ放送局で提供される映画番組の録画予約を自動的に行うための選択画
面を示している。
【０１２２】
図１６に示すように、この画面は、ＨＴＭＬを用いてファイルとリンクされた自動録画予
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約に関するテキストＴ１０１乃至Ｔ１０４を含み、テキストＴ１０１は、階層化された後
続の選択画面を表示するためのハイパーテキストであり、テキストＴ１０２乃至Ｔ１０４
は、自動録画予約を実行するためのハイパーテキストである。
【０１２３】
上下左右キー４２乃至４５の操作により、テキストＴ１０１上にカーソルを移動させ、確
定キー４６を押下したときに表示される画面を図１７に示す。図１７の画面は、録画予約
についての説明を表示する画面である。
【０１２４】
図１６に示す画面の説明に戻り、ユーザが上下左右キー４２乃至４５を操作し、テキスト
Ｔ１０２上にカーソルを移動させ、確定キー４６を押下すると、ＮＮＮで８月９日の１８
時より放送される映画 'ガス灯 'の録画予約処理がＶＣＲ１４に対して、自動的に行われる
。
【０１２５】
このときの処理を説明すると、ユーザが、テキストＴ１０２上にカーソルを移動させ、確
定キー４６を押下すと、リモートコマンダ１３より選択の決定を指示する指示信号が出力
される。
【０１２６】
この指示信号をＴＶ受像機１７が受信すると、図４のステップＳ１２の入力信号受信待ち
が解除され、続くステップＳ１３、ステップＳ１９、およびステップＳ２１を経てステッ
プＳ２２の処理が行われる。
【０１２７】
ステップＳ２２で、制御マイクロコンピュータ３４は、ＨＤＤ３５から対応するファイル
を読み出し、このファイルを処理する。今の場合、ファイルの処理は、自動録画予約を行
う処理なので、制御マイクロコンピュータ３４は、ファイルを用いて、ＴＶ放送局がＮＮ
Ｎであり、放送日が８月９日であり、放送時刻が１８時であり、放送時間が３時間である
録画予約の命令信号を、赤外線発光部１４ａを介してＶＣＲ１４に出力する。
【０１２８】
このようにして、ＶＣＲ１４に対し、自動的に録画予約の設定を行うことができる。
【０１２９】
番組案内モードから通常のＴＶ操作モードへ切り換えるときには、番組案内モードがＯＮ
に設定された状態から、図３の番組案内キー４１を押下する。すると、図４のステップＳ
１２、ステップＳ１３を経てステップＳ１４の処理が行われる。ステップＳ１４において
、番組案内モードが設定されているか否かが判断され、いまの場合、番組案内モードが設
定されていると判断され、ステップＳ１７で、番組案内モードがＯＦＦに設定され、後続
のステップＳ１８で、制御マイクロコンピュータ３４は映像音声処理回路３３への画像デ
ータ信号の出力を停止し、通常のＴＶ操作モードに切り替わる。このように、番組案内キ
ー４１を押下することにより、番組案内モードから通常のＴＶ操作モードへ切り換えるこ
とができる。
【０１３０】
なお、ＨＴＭＬを用いてテキストにリンクされたファイルは、ＴＶ受像機内のファイル（
上述の実施の形態では、ＨＤＤ３５に蓄積されたファイル）とすることも、ネットワーク
上の他のサーバ上のファイル（例えば、インターネットのＷＷＷサーバ上のファイル）と
することも可能である。
【０１３１】
ここで、インターネットのＷＷＷサーバ（アクセスポイント）上のファイルにアクセスす
る際の動作について説明する。
【０１３２】
例えば、リモートコマンダ１３で選択されたテキストにリンクされたファイルが、インタ
ーネットのＷＷＷサーバに格納されたファイル（ＵＲＬで指定されるＨＴＭＬで記述され
たファイル）であった場合、制御マイクロコンピュータ３４は、そのリンク先のＵＲＬへ
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アクセスするために、ＰＰＰ（ Point to Point Protocol）プルトコルに基づいてダイヤ
ルアップＩＰ接続を行う。すなわち、予め登録済みのインターネット・サービス・プロバ
イダーに接続するための電話番号やＩＤなどからなる接続制御信号を、コネクタ１５ａを
介してモデム１５へ予め設定された手順で出力する。モデム１５は、この接続制御信号を
電話回線の基準に準処した所定の周波数信号に変換し、電話回線１６に出力する。
【０１３３】
そして、インターネット・サービス・プロバイダーのＰＰＰサーバとの間でダイヤルアッ
プＩＰ接続が完了し、このＰＰＰサーバを介してインターネットに接続されると、リンク
先のＵＲＬに基づいて、対応するＷＷＷサーバへアクセスを開始する。このアクセスに応
じてＷＷＷサーバから転送されてきたＵＲＬで指定されるホームページなどのＨＴＭＬフ
ァイルは、サービス・プロバイダーを経由して、電話回線１６を介して伝送され、モデム
１５に入力され、復調された後、さらに制御マイクロコンピュータ３４を介してＨＤＤ３
５へ一旦格納される。制御マイクロコンピュータ３４は、一旦格納されたＨＴＭＬファイ
ルを読み出して処理し、ホームページなどの画像データ信号を生成し、映像音声処理回路
３３に出力する。映像音声処理回路３３は、上述した画像データ信号の重畳処理を行い、
映像信号を出力する。
【０１３４】
このようにして、ＴＶ映像信号のＶＢＩにＵＲＬ情報（ドメイン情報）を含むハイパーテ
キストデータ信号を多重化させて伝送することにより、ＴＶ放送番組を視聴しつつ、必要
に応じて、ＵＲＬに対応する世界規模で広がるインターネット上のＷＷＷサーバに自動的
に接続することができ、いわゆるネットサーフィンと呼ばれるように、次々とリンクが張
られたホームページを辿って、多種多様なＷＷＷ情報ソースを閲覧することができ、ネッ
トワークサービスを享受することができる。
【０１３５】
なお、上述した実施の形態においては、テレビジョン受像機に一体的に組み込んだ場合を
例に挙げて説明したが、図２に示される、データ放送受信回路３２、制御マイクロコンピ
ュータ３４およびＨＤＤ３５からなる拡張機能部分を、いわゆるセットトップボックスと
呼ばれるような拡張ボックスとして構成し、既存のテレビジョン受像機と組み合わせて用
いるようにしても勿論構わない。
【０１３６】
また、ハイパーテキストデータ信号等を蓄積する蓄積手段としてＨＤＤ３５を用いた例を
示したがＭＤ（ミニディスク（商標））データやＭＯなどのリムーバブルな光磁気ディス
クを記録媒体とする光磁気記録再生装置を用いて構成しても勿論構わない。この場合、記
録媒体を差し替えることで、ネットワークに接続する環境に無いＴＶ受像機でも、上述し
た場合と同様のファイル閲覧が可能である。
【０１３７】
以上のようにして、ハイパーテキストデータ信号を利用し、ＴＶ番組案内を含む、ＴＶ放
送番組に関連した様々の情報サービスをユーザに提供することができる。
【０１３８】
このように、各種情報サービスの処理を行うＴＶ受像機は勿論、種々の情報サービスを提
供するための制御情報を備えるハイパーテキストデータ信号は、それだけで商品価値があ
り、このハイパーテキストデータ信号の制御内容にサービス利用料に対応した段階的なサ
ービス体系を設定し、各サービス利用料のレベルに従いサービスの差別化を図ることも可
能である。
【０１３９】
なお、本発明は、上記実施の形態の他、ＴＶ放送の内容に関連した処理をインターネット
上のＷＷＷサーバに実行させたり、ＴＶ受像機１７に接続された各種周辺機器に実行させ
たりする等の種々の改変が可能である。
【０１４０】
【発明の効果】
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以上のように本発明によれば、視聴者に番組を紹介しつつ、その紹介の中から、迅速、か
つ、確実に、所望の番組を選択させるサービスを実現することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＴＶ放送装置１の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明のＴＶ受像機１７の構成例を示すブロック図である。
【図３】リモートコマンダ１３の操作部の例を示す図である。
【図４】図２で示すＴＶ受像機１７の処理を説明するフローチャートである。
【図５】図３のリモートコマンダの番組案内キー４１操作時のＣＲＴ３６に表示されるホ
ームページ画面の表示例を示す図である。
【図６】図５に示すホームページ画面よりテキストＴ１を選択したときの画面を示す図で
ある。
【図７】図６に示す表示画面よりテキストＴ１２を選択したときの画面を示す図である。
【図８】図７に示す表示画面よりテキストＴ４１を選択したときの画面を示す図である。
【図９】図７に示す表示画面よりテキストＴ４２を選択したときの画面を示す図である。
【図１０】図７に示す表示画面よりテキストＴ４３選択したときの画面を示す図である。
【図１１】図７に示す表示画面よりテキストＴ４４選択したときの画面を示す図である。
【図１２】図５に示すホームページ画面よりテキストＴ２を選択したときの画面を示す図
である。
【図１３】図１２に示す表示画面よりテキストＴ６１を選択したときの画面を示す図であ
る。
【図１４】図１３に示す表示画面よりテキストＴ７１を選択したときの画面を示す図であ
る。
【図１５】図１４に示す表示画面よりテキストＴ８７を選択したときの画面を示す図であ
る。
【図１６】図１５に示す表示画面よりテキストＴ９１を選択したときの画面を示す図であ
る。
【図１７】図１６に示す表示画面よりテキストＴ１０１を選択したときの画面を示す図で
ある。
【符号の説明】
１　ＴＶ放送装置，　２　アンテナ，　１１　アンテナ，　１３　リモートコマンダ，　
１４　ＶＣＲ，　１５　モデム，　１６　電話回線，　１７　ＴＶ受像機，　２１　ＴＶ
信号発生回路，　２２　テキストデータ信号発生回路，　２３　ハイパーテキストデータ
信号発生回路，　２４　マルチプレクサ，　２５　送信回路，　３１　ＴＶ放送受信回路
，　３２　データ放送受信回路，　３３　映像音声処理回路，　３４　制御マイクロコン
ピュータ，　３５　ハードディスクドライブ，　３６　ＣＲＴ，　３７　スピーカ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

(23) JP 3919086 B2 2007.5.23



【 図 １ ７ 】
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